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お気軽に

お電話

ください

ゆうらいふ
〒524-0214〒524-0214 守山市立田町 1231-4　守山市立田町 1231-4　

デイサービス 総合事業 いきいき未来戦略部 （事務局）

すいれん グループホーム

〒524-0001〒524-0001 守山市川田町 1541-4守山市川田町 1541-4

デイサービス 保育所

花   梨 小規模多機能型居宅介護事業所

〒524-0214〒524-0214 守山市立田町 4135-1守山市立田町 4135-1

グループホーム 事業所内保育所 （認可）

☎ ☎ 077-585-4070077-585-4070

憩　 い

〒524-0014〒524-0014 守山市石田町 735-3　守山市石田町 735-3　

小規模多機能型居宅介護事業所居宅支援事業所

☎ ☎ 077-584-2300077-584-2300

☎ ☎ 077-584-2772077-584-2772

☎ ☎ 077-599-0531077-599-0531
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●リレーコラム「プロフェッショナル」　などヘルパーステーション 定期巡回 ・随時訪問型訪問介護看護ナースステーション

心温まるおもてなし
「憩い」の玄関はいつも美しい生け花が飾られてい
ます。ヘルパーステーション職員の遠藤が、利用者
様や私たち職員が、より心地よく過ごせるようにと、
心を込めて活けています。色とりどりの花々が、玄
関を明るく彩り、訪れる人々を笑顔にしています。
利用者の方々からは、「きれいね」「気持ちが明るく
なるわ」といった嬉しい声が聞かれ、職員にとって
も、日々の業務の中でホッと一息つける癒やしの空
間となっています。職員の温かい心遣いが、「憩い」
をさらに居心地の良い
場所にしています。

地域の皆様から「旬」の贈り物
北川様から甘酸っぱいイチゴ、上路様よりみずみず
しい蕪、澁江様より新鮮な春菊など、たくさんの野
菜や果物をいただきました。職員が心を込めて調理
し、利用者様の食事やおやつに提供させていただい
ています。「おいしいわ」「懐かしい味がする」と、
皆様笑顔で召し上がってくださっています。皆様の
温かいお気持ちに感謝申し上げます。

「いきいき未来戦略部」へ
事務局は「いきいき未来戦略部」に名称変更します。
明るい職場、明るい地域に貢献できるよう努めて
まいります。
将来を見据えた計画の策定
長期的な視点に立ち、組織のいきいきとした未来
像を描き、実現するための戦略を立案します。
組織の活性化 
組織全体の活力向上や、職員のモチベーションの
向上つながる施策を企画・実行します。新しい働
き方や、多様な人材がいきいきと活躍できる環境
づくりを推進します。
地域社会への貢献
地域社会の課題解決や、地域活性化に貢献する事
業を企画・実行します。

ゆうらいふ職員のコラムコーナー

バトンを渡した⼈：川端扶美枝さん（看護師） 2025 年 1 ⽉号登場

 あ さ だ   ま  ゆ  み
看護師

浅⽥ 真由美

Vol.27

これまで病院やクリニックでの経
験はありましたが、 介護の現場
は初めてで、 ⼾惑うこともたくさ
んありました。 ⼊職して２年４ヶ
⽉が経ち、 少しずつ職場にも
慣れ、 今では利⽤者さんやス
タッフと談笑し楽しく働くことがで
きています。 また、 ⼈⽣経験
豊富な利⽤者さんから毎⽇たく
さんのことを学ばせてもらっていま
す。
 私のモットーは毎⽇を楽しく過
ごすこと！！趣味も様々でたくさ
んあります。 中でも世界⼀周
旅⾏は、 ⼈⽣観を変える良い
経験になりました。 これからは
⾃分の趣味も活かし、 利⽤者
さんに楽しんでもらえるようなサー
ビスを提供していきたいです。



ゆうらいふは、創立 25 周年を迎えました。
この度、25 周年を記念いたしまして、記念誌を発行
することとなりました。記念誌は、長年ゆうらいふ
をご利用いただいている坂井喜代造様が執筆くださ
いました。坂井様ならではの視点で、ゆうらいふの
25 年の歩みが綴られています。
現在、表紙と執筆者紹介を含め、製本印刷を進めて
おります。完成次第、皆様にお配りする予定です。
ぜひ手に取ってご覧ください。

ご家族から、心温まるお手紙を頂戴しました。ご厚意により、一部ご紹介させていただきます。

ご本人は、週4回のリハサポすいれんを利用し、入浴と着替えができました。訪問看護、訪問介護サービスと
往診医が密に連携し、最期まで自宅で過ごされました。『最期は我が家で！』という本人の強い意志が、私たち
を奮い立たせ、多職種と家族の連携で最期の時まで支援することができました。

3 月 15 日、16 日に順天堂大学で開催された臨床倫理
学会で「終末期在宅ケアにおける倫理的ジレンマに向
き合う」をテーマにしたシンポジウムが開催されまし
た。山田登喜子と渕上操がシンポジストとして登壇し、
発表を行いました。当法人が作成した「あなたが “い
のちの主人公”」のパンフレットについて、利用者様
の意思決定支援に活用するだけでなく、全職員を対象
とした ACP（アドバンス・ケア・プランニング）研修
の教材としても活用していることを紹介。また、訪問
看護の現場で生じる終末期における倫理的なジレンマ
について事例報告し、そのような状況において、意思
決定支援の学びを活かし、本人の尊厳を尊重し、家族
の安心感へと繋げる取り組みについて発表しました。

1942 年、長浜市生まれ。八幡製鐵所に入社後、ダイハツディーゼル株式会社へ転職。守山市内の小・
中・高校の PTA 会長や自治会長を歴任するなど、地域活動にも積極的に参加。2018 年よりゆうら
いふを利用。趣味は料理、随筆等の作成。

ゆうらいふ創立 25周年記念誌 発行

臨床倫理学会で発表しました

家族様からの温かい手紙

坂井 喜代造様の紹介

日本臨床倫理学会　第 12回年次大会
「医療・ケアを求める人のために臨床倫理を学ぼう！」
2025 年 3月 15 日（土）～ 16日（日）
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新年度、新たな気持ちでがんばってまいります！新年度、新たな気持ちでがんばってまいります！新年度、新たな気持ちでがんばってまいります！

ゆうらいふの皆様のおかけげで、 ⽗は最期まで⾃宅で過ごすことができました。
介護のことも、 守⼭のことも、 何も知らず、 また家族を相次いで亡くし私⾃⾝
も混乱する中で始まった⽗の介護。 そんな時に縁あってゆうらいふさんに出会い
ました。 理事⻑に 「今は介護のために仕事を辞めたり、 ⾃分の⽣活スタイルを
変えたりする時代やない」 と⾔っていただいたことで、 気持ちが楽になったことを覚
えています。 ⽗は気難しい性格でしたが、 ゆうらいふのスタッフは温かく⾒守ってく
ださり、 安⼼して介護を任せることができました。 いろいろ学ばせていただいたこと
に感謝しています。 ありがとうございました。

す。す。す。


